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はじめに
　現在、熊本城は平成２８年熊本地震からの復旧を行っている。復旧事業と並行して調査・研究を行っているが、調査の一つである「発掘調査」や「石垣解体」を行うと、土の中や石垣の中からは、瓦や陶磁器、レンガやガラスの破片、石造物など多くのモノが出土する。本講座では、これまでの調査に伴う出土遺物に注目して熊本城を考えたい。

1.「出土遺物」とは
　調査をすると現在の地表面の下から“モノ”が出土する。これを「遺物」という。出土遺物によって遺跡の年代観や詳細な解釈が可能となる。出土遺物は文化財を構成する要素の一つであり、文化財の価値をより高めるものという側面もある。

2.隈本城・熊本城以前の遺物
＜７世紀＞
・古城（県立第一高校）・千葉城（ＮＨＫ跡地）の調査
➡須恵器・鉄製品・ガラス製品➡横穴墓の副葬品
＜１３世紀～１６世紀＞
・古城・古城上段（国立病院）
　熊本城以前の様子を知ることのできる遺物のひとつ➡“石造物”
・近年の復旧事業に伴う石垣解体時に見られる栗石の中に混ざっている例。
・石造物の一種である“板碑”と呼ばれる石材に観音像などを線刻しているものなどが城内の各所（百間櫓石垣、加藤神社石垣、竹の丸から平左衛門丸への虎口内、東竹の丸石垣天端）で確認。
　・石造物が確認される理由
➡描かれた時期は不明であるが、築城前の様子を知る手がかりとして『茶臼山ト隈本之絵図（写）』（熊本博物館蔵）。描かれた茶臼山の頂上に建物の表記と「クワンノン堂」と書かれていることがわかっている。建物の詳細は不明だが、熊本城以前は仏教の施設があった可能性がある。

3.隈本城の遺物
　隈本城＝古城地区（県立第一高校・国立病院）
・古城上段
　貿易陶磁器：現在の中国で主に作られ、日本に輸入された陶磁器
　　　土師器：古墳時代以降用いられる素焼きの土器
　
4.熊本城の遺物
　熊本城＝慶長４年（１５９９年）より加藤清正が現在の天守閣がある場所で築城を開始する。
・瓦：様々な文様の瓦➡桔梗紋・蛇の目紋・九曜紋・桐紋・笹紋etc...
　　　　　多様な刻印➡年号を示すもの・地名を示すもの・瓦師を示すと考えられるものetc...
・建築部材：建物に用いられる金属製の部品
5.明治時代の遺物
・明治１０年（１８７７年）の西南戦争直前の遺物
　➡明治１０年２月１９日の火災の影響を受けた遺物の出土
➡熱を受けた遺物・炭化した建物の部材等
・陸軍関係の遺物
　➡銃弾・砲弾・印・水筒etc...
・城内調査時に出土する遺物の中で明治時代以降に多くみられる遺物
　➡ガラス・西洋釘（丸釘）・煉瓦など

6.新しい時代の遺物
・お菓子の袋・空き缶・ビニール・コンクリート・モルタルetc...
　➡近現代のモノも把握しながら調査を行う

まとめ
・まだまだ熊本城出土遺物についてわかっていないことは多くある
➡調査研究することが多くあり、今後明らかになっていく（出土瓦の新旧関係、瓦の刻印の研究、近代考古資料の新発見など）
➡出土遺物は“特別史跡熊本城跡”の価値を高める可能性を大いに秘めている。
・復旧事業に伴う調査で新たな発見がある可能性がある
　➡熊本城天守閣（大天守２階）や展示可能施設などでの資料公開、刊行物・SNSなどを用いての資料紹
　　介
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